
 

　被災時の窮状等をテレビ
番組や YouTube にて積極的
に訴え、米国タイム誌から、
2011年版の「世界で最も影
響力のある100人」に選ば
れた。
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明るく広々としたスペース、吹き抜けから見た児童館。（南相馬市立中央図書館）



初めての予算審査「アート×ミックス」について集中質疑



　「復興という言葉ばかりが目立っていますが、事故の原因究明は
いまだ進まず、海洋汚染は止まりません」と説明される佐藤さん

　福島第一原子力発電所の事故は、原子炉から放射性物質が放出・拡

散され、着の身着のままで住民は避難。今も 10 万人以上の方々が避

難しています。平成 27 年９月に避難指示区域から解除された楢葉町

と、未だ居住制限区域にされている富岡町を重点的に見てきました。

　事故直後から被災者のために走り回り、国と東電の事故の責任を

厳しく追及してきた前いわき市議（福島原発刑事訴訟支援団団長）の

佐藤和良さんに福島の現状を伺いました。

山本友子　風刺画展



■
地
域
医
療
は
置
き
去
り
？
県
の

　 

医
療
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
！

　
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
成
田
市

へ
の
医
学
部
新
設
に
、
３
年
間
で
35

億
円
の
支
援
金
を
計
上
。
し
か
し
国

の
要
求
は
あ
く
ま
で
「
国
際
基
準
の

医
学
教
育
を
実
践
し
、
国
際
的
医

療
人
材
を
育
成
す
る
た
め
」
で
あ
り
、

地
域
医
療
へ
の
貢
献
策
は
、
具
体
的

に
担
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
新
設
予
定
の
附
属

病
院
が
地
域
の
病
院
や
地

域
医
療
に
与
え
る
影
響
も

心
配
で
す
。

　
ま
た
、
27
年
度
補
正
予

算
で
は
、
東
金
・
九
十
九
里

地
域
の
３
次
救
急
、
高
度
医

療
を
め
ざ
す
東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
、６
億
６
２

０
０
万
円
前
倒
し
で
助
成
。

開
院
後
の
２
年
連
続
の
大

赤
字
の
補
填
に
当
て
ら
れ
ま

す
。外
来
患
者
も
少
な
く
ベ

ッ
ド
も
ガ
ラ
ガ
ラ
。看
護
師

不
足
を
経
営
難
の
主
な
理

由
と
し
て
い
ま
す
が
、
救
急

だ
け
に
特
化
し
た
病
院
で
は

経
営
が
難
し
い
こ
と
は
当
初

か
ら
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
地
域
が
求
め

る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
を
最
優
先
し
て
解
決
策

を
真
剣
に
模
索
す
べ
き
で
す
。

■
児
童
虐
待
へ
の
対
応
、

追
い
つ
か
な
い
現
場
の
苦
悩

　
児
童
虐
待
相
談
件
数
は

年
間
約
６
千
件
。
児
童
相

談
所
の
現
場
は
常
に
人
手

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
過
大
な
負
担

の
原
因
と
な
る
貸
付
型
で
は
な
く
、

欧
米
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

給
付
型
の
支
援
を
、
国
も
県
も
さ
ら

に
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

■
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

         

３
名
増
え
た
だ
け
！

　
不
登
校
や
家
庭
環
境
が
厳
し
い

子
ど
も
を
支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
大
幅
増
を
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
公
立
小
中
学
校
で

３
名
増
や
し
た
だ
け
、
広
い
県
内
わ

ず
か
８
名
で
は
、
ま
っ
た
く
対
応
で
き

ま
せ
ん
。も
っ
と
大
胆
に
増
員
を
！

不
足
で
、
施
設
の
過
密
化
、
老
朽
化

な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
来
年
度
の
児
童
福
祉
司
・
児

童
心
理
司
の
配
置
は
全
体
で
３
名

増
え
た
だ
け
。全
国
平
均
以
下
の
配

置
状
況
で
す
。

■
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
金

延
滞
利
率
は
サ
ラ
金
並
み

　
千
葉
県
に
は
独
自
に
高
校
生
に

対
し
て
奨
学
資
金
の
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。返
済
で
き
れ
ば
無
利
子

で
す
が
、返
済
で
き
ず
滞
納
す
れ
ば
、

延
滞
利
率
は
14.5
％
（
サ
ラ
金
並
の
利

率
）
。
大
学
に
進
学
し
、
さ
ら
に
育
英

資
金
等
で
借
金
を
す
れ
ば
、
大
学
卒

業
時
に
１
千
万
円
の
借
金
を
背
負
っ

て
社
会
人
に
な
る
若
者
も
大
勢
い

ま
す
。

■
児
童
養
護
施
設
を
出
て
も
、

い
き
な
り
高
額
の
借
金
生
活

　　
児
童
養
護
施
設
に
在
籍
す
る
子

は
、
基
本
的
に
18
歳
に
な
る
と
施
設

を
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。施
設

を
出
た
後
、
社
会
人
と
し
て
部
屋
を

借
り
る
、
生
活
必
需
品
を
買
う
、
運

転
免
許
を
取
る
等
の
諸
経
費
が
か

か
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
生
活
費

等
支
援
一
時
金
は
、
国
・
県
併
せ
て

最
大
約
22
万
円
。
今
年
度
は
新
た

な
貸
付
制
度
が
始
ま
り
、
進
学
者
に

は
月
最
大
５
万
円
、
資
格
取
得
希

望
者
に
は
最
大
25
万
円
ま
で
資
金

と
し
て
貸
付
け
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
一

定
期
間
就
業
す
れ
ば
返
済
免
除
と

な
る
仕
組
み
で
す
が
、
就
業
の
厳
し

い
状
況
を
思
う
と
、
社
会
人
と
な
っ

た
時
に
、
い
き
な
り
高
額
の
借
金
を

背
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
ま
す
。

◇事件の発端は
　　35年前の大量の不法投棄！

　甘利大臣が賄賂問題で大臣を辞任
した事件には、都市再生機構（ＵＲ）
だけでなく千葉県企業庁も関係していました。発端は、企業庁が 40 年
前に白井市の千葉ニュータウンの県道用地として買った土地に膨大な産
廃が不法投棄された事件でした。

◇悪質業者は逮捕 ゴミはそのまま…

　当時、県環境部は文書で不法投棄業者に警告し、業者は逮捕され罰金
を払いました。しかし山積みとなった不法投棄はそのまま放置され、周
辺住民は異臭に悩まされました。さらにその産廃の上にＳ事業者が許可
なく建物を建てました。（賄賂を送ったのは、このＳ事業者です）

◇企業庁が 30億円でゴミを撤去？見逃してきた不作為を糾弾！

　企業庁とＵＲは、山積みとなった産廃を除去しないと道路が造れない
ので、平成 26 年 9 月「30 億円で企業庁が産廃を除去することを了解し
て欲しい」と議会に提案してきました。その時、商工労働常任委員会で
「35 年間も放置した結果、公金 30 億円を投入することになったのは、
行政の不作為だ」と糾弾したのは私だけでした。

◇全ては藪の中

　さらに昨年、産廃撤去費が 30 億円から 37 億円に膨れ上がり、さらに
Ｓ業者の移転補償 2.2 億円問題も浮上しました。諸経費の内訳は不明の
まま、工事もストップしています。大臣の贈収賄事件に発展した今とな
っては、ＵＲも県も貝のように口を閉ざしています。大切な税金が理由
もなく浪費されることは断固許せません。今後も粘り強く真相究明に取
り組みます。
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